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序

鳥取県西部地域の米子市淀江町周辺は、北に雄大なE本海を望み、南に秀峰大山を控

え、美しい自然環境に恵まれた地域でもあります。また、古くから先人が生活をしてき

た遺跡の宝庫としても知られております。

当事業団では、このような遺跡地帯の一角を中電プラント株式会社の委託を受け、 K

DD  1 (株)携帯電話米子泉基地局設罷工事に伴い、泉上経前遺跡の発掘調査を実施い

たしました。

調査の結果、古墳時代中期の終わりから後期の初頭を中心とする竪穴往居跡等を検出

し、当時の集落跡の一端を垣間見ることができる貴重な成果を得、調査結果を報告書と

してまとめることができました。

本書をまとめるにあたり、多大な御協力をいただきました地元の皆様をはじめ、ご指

導いただきました方々、その他関係各位に対し心から感謝し、厚く御礼申し上げます。

2007年3月

財団法人米子市教育文化事業団

理事長小林道正
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1.本報告書は、 KDD1 (株)携替電話米子泉基地局設農工事に伴い、平成18年産に実施した、米

子市泉字上経前に所在する泉上経煎遺跡の埋蔵文化財発掘諜査記録である。

2. 発掘調査は、中電プラント株式会社の委託を受け、米子市教育委員会の指導のもと財団法人米子

市教育文化事業団埋蔵文化財調査室が行った。

調査体制

課査主体財団法人米子市教育文化事業団

理事長 小 林 道 正

埋蔵文化財調査室

室 長 長谷}I!明洋(米子市教育委員会文化課課長)

調査担当 主任調査員 笹尾千恵子

瞬託職員(調査補助員)秦 美香

3.本報告書で使用した方位は磁北、標高は樽抜本票高である。

4. 本報告書に掲載の地影図は、国土地理院発行の 1/25000地形図 f淀江・米子j の一部を使用し

た。

5. 本報告書の挿留のうち遺構の浄写は秦が、遺物の実測・浄写は埋蔵文化財課査室で行った。

遺構・遺物写真、執筆、編集は笹尾が行った。

6. 出土遺物・図面・スライド等は米子市教育委員会に保管されている。

7. 本書の作成にさきたっては、以下の報告書、文献を参照した。

1978年『青木遺跡発掘調査報告書亙』烏敦県教育委員会

1981年『須恵器大成』 田辺昭三角川書癌

1989年 f百探第 1遺跡』 淀江町教育委員会

1993年"-'1999年 f百塚遺跡群II~ "-' w吉塚遺跡群理』 淀江町教育委員会

1995年『百塚第5選勝、小波狭間谷遺勝、泉上経前遺跡J鳥取県教育文化事業部

凡 例

1.調査段階での遺構名は、略号を用い、検出した}I頭番に害uり当てた。

2. 本報告書における遺物の記号は、 S:石製品とする。

3. 本報告書における遺講図は1/80、1/100で、遺物図は1/2、1/4、1/8の縮尺で掲載した。

4. ピット、土坑の寸法は(長軸×短軸ー深さ) mで表した。

5.遺構挿図中のセクション・エレベーションの基準線標高はL=の記号で表した。

6. 土器実測留のうち、須恵器は断面黒塗で、石器の実測函で磨面は←→で表した。

7.方位は磁北を示す。

8. 遺物に記載されてある遺構名は、発掘調査時の遺構名である。

9.遺物には泉上経鵡遺跡の略号として rrZK2Jを使用し記入した。
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第 1章調査の経緯

米子市泉字上経前周辺には、泉上経前遺跡をはじめとして百塚古墳群を含む百塚遺跡、小波狭間谷

遺跡などの壊蔵文化財が数多くある。発掘課査塁内は、 KDD1 (株)携帯電話米子泉基地局設置工

事に伴い、米子市教育委員会が試掘調査を行った結果、遺跡が分布していることが確認された。

これを受けて、中電フラント株式会社は米子市教育委員会と協議し、対団法人米子市教育文化事業

聞に発揚調査を委託し、埋蔵文化財調査室が発掘調査を担当した。

現地調査は、平成18年4月38から詞年4月22日まで行い、調査面積273ぱを調査した。諜査は、

北側半分 (A区)の表土及び、捷土を南側調査区へ置き、北側調査区終了後、南側半分 (B区)の表土

及び、競二仁を調査終了箇所へ移動する方法を取った。重機による耕作土除去を行い、その後人力により

遺物包含層を取り除き、遺構検出作業を行った。

現地調査終了後、整理作業を進め平成18年度末までに報告書作成作業を行った。

ムlL

一一孔

第 1図調査位量密

第2章位置と環境

第 1節地理的環境

鳥取県は、東は兵庫県、西は島根県、甫は岡山県・広島県と県境を接し、北は日本海に面する東西

126km・南北61.85km、面積3，507knlの自然に恵まれた県である。

1871年の廃藩置県以齢、臨幡とf白書に別れていた地域は、東部(鳥取市)、中部(倉吉市)、西部

(米子市・境港市)を中心とする 3地域からなり、一級河)11の千代)11 (東部)、天神川(中部)、 E野川

(西部)等により形成された鳥取平野(東部)、北条・5J5J合平野(中部)、米子平野(西部)が見られる。

米子市は、江戸時代より商都として栄えてきたが、平成17年には淀江町と合併し、人口約150，000

人、面積132.3knlの地方都市となった。中国山地最高峰を誇る大山(標高1，129m)の北西麓に市街地

が広がり、旧淀江宵は、宇田)11-天井)11によって形成された淀江平野を醤むように町並みが広がる。

泉上経前遺跡は米子市泉字上経前にあり、!日淀江町と境を接する壷瓶山(標高113.7m)の麓の、緩

やかな斜面に位量する。付近には、弥生時代から古議時代にかけての集落掛や古墳群等が数多く確認

される遺跡地帯である。
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1泉上経前遺跡 2今津岸ノ上遺島幸 3 J露関援庫署;隠遺跡 4荘創遺跡群 5婆木検閲遺跡 6娩回古墳群 7向上古境群

8晩函遺鯵 9楚手IJ遺跡・宮廼遺跡 10福間遺跡 11弁手勝遺跡 12瓶山吉壌若手 13向山古墳君孝 弘よ淀悪事寺跡

15城山吉壕群 16/J、枝山古墳群 17小枝山瓦窯跡 18蜜瓶ul第1遺跡 19獲瓶山富境群 20福瀬遺跡 21総ヶ口遺跡

22井手挟遺跡 23河原田遺跡 24中西尾古壌群 25稲吉角罰遺跡 26四十九谷横穴墓群 27務弁谷古袋署草 28坂ノ上遺跡

29中間古壌務 30原沼遺跡 31大下焔遺跡 32小波原矧遺跡 33小波狭間谷遺跡 34百塚遺跡・吉塚古墳群

35尾高古墳群

第2図周辺遺跡分布留

第 2節歴史的環境
大山山麓では、米子市泉中峰遺勝、間淀江町小波、大山町門前第2遺跡から!日石器時代のナイフ形

石器が、米子市奈喜良遺跡、同淀江町中高尾等では縄文時代草創期の有舌尖頭器が発見されている。

縄文時代早期に入ると、大山山麓の上福万遺跡で押型文土器を伴う集石墓等が見つかり、早期末から

前期には、淀江平野で、渡り上り遺跡から石錘や黒曜石剥片が多量に出土した。隣接する鮒ヶ口遺跡

からは、欝畑式土器が出土した。

弥生時代前期の遺跡には、長径約135mと推定されるV字状の環壕をもっ今津岸の上遺跡が、前期か

ら中期にかけての代表的な低湿地遺跡である目久美遺跡がある。中期には、線刻絵画土器が出土した

稲吉角田遺跡が、後期には米子市・大山町にまたがる国史誹妻木晩田遺跡で、四輯突出型墳丘慕や環

壕、大規模な集落跡が確認されている。青木遺跡、福市遺跡は後期以障も続く大規模集落遺跡である。

古墳時代前期に入ると、妻木挽毘遺跡では、集落数が激減する。この時期の集落跡の様相は淀江・

米子平野周辺では明確でなく、今後の調査の成果がまたれる。後期の集落跡としては、淀江平野を一

望できる百塚遺跡群があげられる。前期古墳には、晩田山11号墳、石州府29号墳等があり、中期前半

に竪穴式石室から内行花文鏡や甲宵の出土した上ノ山古墳が、後半に入ると、形象埴輪の腫持人等が

出土した井出挟 3号墳等が確認される。後期になると、石馬が出土したと伝えられる石馬谷古墳、複

式石棺式石室をもっ岩屋古墳、金銅製透彫冠が出土した長者ヶ平古壌など大型前方後円墳が築かれる

向山古墳群などが見られる。

自愚時代の代表的な仏教寺院として、仏教壁画や塑像片が出土した淀江町の上淀廃寺跡があげられ

る。上淀廃寺跡の伽藍配霞は、金堂の東側に葡北に 2塔を配した全国でも類例を見ないものである。
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①務黒褐色土
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第3圏遺構配置図
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第3章調査の成果

謂査区の麗土の置き場の都合上、北側半分を讃査A区とし、南側半分を調査B区として調査に取り

かかった。このため、調査地区をA区・ B誌の 2区に分けた呼称とする。

第 1節竪穴住居跡

竪穴住居 1 (第4図、醤版1)

調査A区の西寄りで検出した。遺構上面は後世の耕作により大きく部平されており、住居の東側壁

は検出できなかった。このため遺講の全容は明らかではないが、 d壁の検出状況から、形態は方形ま

たは長方形を呈していたと推定される。規模は南北長4.8m、東西残存長約3.Omを測る。壁は残存高

0.3mである。柱穴はP1 (0.25XO.25-0.3) m、P2 (0. 25XO. 25-0.18) mの2個を検出したこ

とから、主柱は4本柱の構造であったと推定される。住麗中央でP3 (0. 50XO. 56-0. 20) mを検出

した。 P1とP2の柱穴間距離は、 2.5mを測る。また、 d壁と北・南壁の内傑の一部で櫨約O.lmの

側溝がニ重に巡ることが確認できたことから、住居の拡張がおこなわれたと推定される。

遺物は、沫面の北西隅に多く見られたが、いずれも土師器片と須恵器片で、あった。壷口縁部(1)

は住居北側の床面で検出された。口縁端部、稜ともに欠損している。断面はセピア色をしているが作

りにシャープさを欠く。これら出土した遺物と住居の形態、周関の遺構より、竪穴住居 1は5世紀後

葉・吉墳時代後期後半頃に営まれたと推定される。

住居の西壁と床面で掘立柱建物2の柱穴と推定されるとットを検出したが、掘立柱建物に伴う遺物

の出土が無く、竪穴住居 lと掘立柱建物2の新18関係は不明である。また、竪穴住居 lより新しい時

期に、住居の北壁を壊して溝 1が作られていることが確認された。

A 

• 

①業灰褐色土

. . 

一物2・③ O

⑧ 

A' 

②黒褐色土に貧掲色土ブロックをまばらに含む(木炭を含む)
③;炎黒褐色土に糞褐色土ブロックをまばら!こ含む(赤茶色土と木炭を含む)
④糞格色土
⑤5音黒梅色土に糞格色土ブロックをまばらに含む(赤茶色土ブロックを含む)
⑤褐色土

o S=1:80 2m 

第4図竪穴住居1遺構・遺物図
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竪穴住居2 (第 5・6図、図版2・3)

調査B区の西寄りで検出した。遺構上部は後世の耕作により東側が大きく削平されており、住患の

東側壁は検出できなかった。このため遺構の全容は暁らかではないが、南壁・酉壁の検出状況から、形

態は方形または長方形を呈していたと推定される。規模は南北長約6.0m、東西残存長約4.Omを鴻る。

壁は残存高約0.8mである。柱穴はP1 (0.44XO.44-0.6) m、P2 (0. 6XO. 4-0. 78) m、P3 

(0. 3xO. 3-0. 6) mの3鱒を検出したことから、主柱は4本柱の構造であったと推定される。柱穴P

3は、遺靖上菌を溝2で壊されている。住居中央ではP4 (0. 44XO. 4-0. 06) mを、西壁側の中央

ではP5 (0. 6XO. 44-0. 6) mを検出した。 P4の北寄り床面では被熱箇を確認した。また、 P5を

挟み、幅約0.05.-....-0.1mの仕切り溝3本を検出した。さらに、西壁の内側の一部で幅約0.1mの側溝が

二重に巡る。これらのことから、住居の拡張がおこなわれたと推定される。

遺物は、 P4の西側肩で火を受けた台石 (S3) の上に、口縁部を上にした饗 (4) を被せた状態で

検出した。その周辺では饗 (3)、高坪(13)、境(16)、須恵器有蓋高坪(17)、敵石 (S2) が出土し

ている。 P5の上菌周辺では饗 (2・6・7・9・10・11)と高杯(14)が出土している。 (5・6))は小

型の蜜で、 (5) は稜が僅かに残る。内晋のケズリ調整は頚部から始まる。 (2・3・4) は饗で、 (2) は

腕部にハケ目が残る。 (4) 口縁部ナデ。稜はナデによってっくりだされ、肩部に工具痕が見られる。

内留のケズリ調整は頚部から始まる。 (7・8・9・11)は「くj の字状口縁の饗で、口縁端部を描み出

して終わる。胴部は外方へ開く。内面のケズリ調整は頚部から始まる。(12・14・15)は塊状の坪を

もっ高坪である。(12) は口縁端部が窪かに外へ開く。(17) は須恵器蓋坪身、(18) は須恵器無蓋高

坪の坪部で、 2段の鈍い綾と波状文が巡る。 (S1)は磁石で、火を受けた痕跡が見られる。

これらの遺物は、概ね陶品挺T47裂式、土師器で百壕宜、青木医(新)期に併行することから、竪穴

住岩2は古墳時代中期末から後期初頭・ S世紀末から 6世紀初頭に営まれた遺構と推定される。

. . N 
0.. 

ー帥
op 

@ 

~ 

止

S，〆
史l<tj

①務黒褐色ニヒ(表こ1::.)
②絡色土にj炎蒸褐色土ブロックを多く含む(木炭を含む)
③葉褐色土(土著書、木炭を含む)
④褐色土に黒褐色土ブロックを多く含む ⑧j炎褐色こ主に議褐色土ブロックを多く含む
⑤褐色土に崎占黒褐色二tブロックを多く含む(木炭を含む) ③暗資格色土
⑤褐色土に;炎黒褐色土ブロックを多く含む(土器、木炭を含む)⑬蒸赤褐色土
⑦貧褐色土 ⑪暗灰褐色土

第5歯竪穴住居2遺構図

被熱i!ii

o S=1:80 2m 
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第 2節掘立柱建物跡
掘立柱建物 1 (第7図、図版1)

調査A区の北東隅で検出した。 P1"'P4のピットを確認したことから、梁行 1間×桁行2関の掘立

柱建物と推定される。規模は2.5X5. Omを測り、柱関は約2.5mである。柱穴は外径O.3"'0. 4m、底

径O.16"'0. 2m、深さ0.2---...0.4mを測る。主軸はN-390 -Eをとる。遺構内より遺物の出土はなかっ

た。建物書西側で竪穴住建 Iと切り合うが新旧関係は不明である。また、隣接する溝2との新18関係

も不明である。掘立柱建物 1の時期は不明である。

揺立柱建物 2 (第7図、図版1)

調査A区の北東構で検出したP1---"'P5のピットを確認した。北東側が未調査地区のため規模は明

確ではないが、掘立柱建物 1のありょうから、梁行2間×桁行2需の掘立柱建物であると推定される。

規模は3.4X4. Omを測り、柱開は1.6---...2. 4mである。柱穴の外径0.4m、底径O.16---...0. 2m、深さ0.3

---...0. 38mを測る。主軸はN-340 -Eをとる。遺構内より遺物の出土はなかった。竪穴住居2と切り

合うが新i日関係は不明である。揺立柱建物2の時期は不明である。

議立柱建物 1

⑧ 

s(9)下7一一-@五一一-O-R17

万表③

①黒褐色土に業褐色土ブロックを含む
②賞褐色土

B' 

③暗褐色土に賞褐色こtプロックをまばらに含む(赤茶色ニtブロックと木炭を含む)

o s =i : 80 2冊

2g~ 

0 

援立柱建物2

A' 

み 奴耐努師

で①③ず

み不安ラ?と
①黒褐色:1:1こ糞褐色:1:プロックを含む
②褐色土!こ淡黒褐色土ブ口ックを多く含む{木炭を含む)
③貧褐色土

第7函揺立柱建物1・2遺構図
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第 3節 溝 状 遺 構
溝 1 (第8図、図版1)

調査A区の北東隅で検出した。残存長4.6m、幅O.5~0. 8m、深さ0.16mを測る。遺物の出土はな

く時期は不明である。甫傑で竪穴住居 1と切り合うが新18関{系は不明である。また、溝3が溝 1を東

西に切るように延びる。

⑧ 

山川ゆ勿初

第8図溝 1遺構図

溝 2 (第 5図、図版2)

竪穴住居1

①黄EK.褐色土
②黒褐色ニt

o S=l・80 2m 

調査吉区の南中央隅で検出した。竪穴住居2と溝5と切りあう。幅0.5m、深さO.2mを澱る。遺構

内より遺物の出土はないが、竪穴住居2の柱穴P3を壊す形で作られていること、溝5に切られてい

ることから、竪穴住居2よりも新しく溝5よりも古い時期の遺構と推定される。

溝 3"'5 (第3図、図版 l・2)

諜査区の傾斜に添って、東西に延びる。楢0.2"""0.8m、深さ0.18"""0.3mを測る。溝から溝までの

揺がほぼ均一であることと、周菌の畑地のありょうから、溝3"""5は畑地の境界を示す溝であると設

定される。

第 4節まとめ
1995年、一殻闇道9号米子道路工事に伴い発掘讃査された泉上経前遺跡では、縄文時代の土坑2基、

吉墳時代後期の竪穴住居3棟、時期不明土坑 1基、ピット多数が検出された。これらの遺構が検出さ

れた緩やかな丘陵の西側を今回鵠査し、遺跡の広がりを確認することができた。遺構の様相から縄文

時代以後、古壌時代後期以前の生活の漉掛は確認で、きなかったが、古墳時代後期・ 5世紀後葉以降集

落が形成されていくことが再確認できた。また、今回の調査範囲以西に広がる台地上にも同時期の居

住域が眠っていると推定される。

さらに、泉上経前遺跡の東側の谷を挟んだ丘陵上には、古墳時代後期の大集落群・百塚遺跡群が営

まれていることから、泉上経前遺跡も百塚遺跡群の支枝丘陵のーっととらえ、開時代に暮らした人々

の住居域の広がりと展開を検討する必要があろう。

-8-
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図版 2

1 .竪穴住居 2 土層断面(西より) 2. 竪穴住居 2、溝 2・溝 5 完掘(北より)

3. 竪穴住居 2 P 1検出状況(東より) 4. 竪穴住居 2 P 5内遺物出土状況(東より)

5. 竪穴住居 2 PO 4、S3出土状況(北より) 6. B区完掘全景(西より)
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B 
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集蕗跡 E古墳時代 竪穴住居跡 2 土師器、須恵器
後期 掘立柱建物跡 2 台石、厳在、砥石

溝状遺構 2 

ピット



(財)米子市教育文化事業団文化財発掘調査報告書55

泉上経前遺跡

2007年 3丹

編集・発行財団法人 米子市教育文化事業団

埋蔵文化財調査室

〒683-0033 鳥取県米子市長砂町935-1

電話・ FAX (0859) 22 -7209 

印 刷国頭印制有限会社

千689-3402鳥取県米子市淀江町淀江690

TEL. (0859) 56-2117 FAX. (0859) 5か2119


